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　本課題では、２個のシリンダを使った２サイクルエンジンは横置き型と縦置き型の２種類を製
作しました。
　この製作は、空気圧を使用することから、精度の高い加工が必要であり、汎用機からＮＣ工作
機までの加工法を考慮した設計をし、組み立てました。
　中でも、一番困難な作業は、シリンダの内部加工でした。内径４０mmの深さ４８mmを加工する
にはマシニングセンタを使いエンドミルの倒れを補正しながら、且つ表面粗さを滑らかにすると
いう作業でした。ボーリング加工という方法もありますが、表面粗さが十分に満足できませんで
した。
　実際にエアタンク(450ml)に圧縮空気を入れ、走行させましたが、多少のエア漏れと本体の重
量が１３ｋｇもあり、移動距離がわずか数ｍほどでした。
　今後は、本体の軽量化とエアタンクの拡充が改善点だろうと考えます。

　昨今の「環境に優しい」というエコロジーの機運の高まりから、燃料を使わない空気圧を使っ
たエコロジーカーとしてエアエンジンカーの試作を行ないました。
　本課題においては、１年次の知識を前提に、設計から加工・組立・調整までを経験すること
で、習得した技能技術要素をより深く習得することを目的としています。
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＜ピストンやシリンダの加工について＞
　エンジンの性能を左右する要因は、ピストンとシリンダのクリアランスです。空気圧を使う以
上、いかに漏れのないスムーズな滑りを確保出来るかにかかっています。
　今回のエンジン構造は、シリンダが2重になっており、最初に親のシリンダをマシニングセン
タで加工し、その加工穴にしっくり嵌る外形の子シリンダを旋盤で加工、それに嵌るピストンを
作成するといった順に加工を行ないました。
　2重のシリンダはエア抜けを最小限にするために、最終的に布ペーパーを使って少しずつ加工
し滑りを調整しました。この作業は、数ミクロンの仕上げで滑りが異なるため、慎重に何度も繰
り返し行ないました。

　本課題は、前年度作成のエアエンジンカー模型の欠陥を修正した設計であり、2シリンダを持
ち、さらに2重シリンダという難しい課題になりました。
　ピストンの重さが回転に与える影響がどの程度かという考慮から、シリンダを縦置きと横置き
の２基を製作することになり、それぞれに班分けしお互いに共用できる図面は同一としてコミュ
ニケーションを図りながら加工を進めることにしました。
　「ものづくり」は、設計が全てであり、指示されたとおりの部品加工を行わないと完成しない
という体験を肌で感じて貰うために、一つの部品製作に数度のやり直しを経験した学生もいまし
た。
　このように、学生同士が相談しながら与えられた課題に取り組みました。設計の段階で間違っ
た箇所などは、部品を組み合わせていく過程において発見、修正して進めました。
　 本課題の一連の取り組みを通して、学生が「ものづくり」の難しさ、楽しさを経験している
ことが感じられました。最初は、それぞれに動いていた者達が、お互いに協力し合い、話し合
い、苦手な分野も補助しあうなど、技術向上もさながら人間関係の構築にも繋がったと考えられ
ます。


